国際連携2013-2-02

２０１３年度 第1回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 サプライチェーン情報基盤研究会
１．開催日時　：　2013年８月６日（火）　14：00～17：00
２．開催場所　：　機械振興会館６階　６－６１会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　

会　　員
河野　祐一
住友化学株式会社
特別会員
石垣　　充
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員
永山　明洋
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
参　　与
森田　勝弘
内閣官房 政府CIO補佐官

参　　与
堀内　　一
元東京国際大学

会　　員
菅野　修一
小島プレス工業株式会社


会　　員
遠城　秀和
NTTデータシステム技術株式会社

会　　員
谷川　伸司
キヤノンソフトウエア株式会社

会　　員
高橋　千尋
キヤノンソフトウエア株式会社

業界委員
川内　晟宏
ITコーディネータ協会

業界委員
斉藤　良一
共通XML／EDI実用化推進協議会

業界委員
武山  一史
一般社団法人日本物流団体連合会

オブザーバー
藤野　裕司
株式会社データ・アプリケーション

オブザーバー
津田 　 聡
株式会社JSOL
事 務 局
菅又　久直
サプライチェーン情報基盤研究会
　

事 務 局
坂本　理枝
サプライチェーン情報基盤研究会
　
出席者16名
４．議事概要　
４－１．自己紹介およびタスクフォースリーダー選出　

・2013年度第１回会議に際し、出席者の自己紹介および名簿（国際連携2013-1-02）の確認を行った。

・本年度当タスクフォースリーダーの選出を行い、住友化学株式会社河野祐一氏が、全出席者の賛成を得て前年度に続き再任された。

・今回会議の議事進行は河野TFリーダーより事務局に託された。　

４－２．ラウンドテーブル開催報告　
・2012年度第２回幹事会の提案により､４月のラウンドテーブル企画打合臨時幹事会と５月の2013年度第1回幹事会の各審議を経て7月23日に、幹事会メンバー協力のもと開催の「グローバルサプライチェーンIT戦略」ラウンドテーブルに関し､資料(国際連携2013-1-03)「第1回ラウンドテーブル審議記録」により事務局が報告を行った。　
・同ラウンドテーブルの講演「グローバルSCM情報連携」に関し、梶田ひかる講師のプレゼンテーションスライドに基づき、講演内容を事務局が事項別に紹介した。

・ラウンドテーブル席上述べられた参加者の関心事（資料の４ページ）に関し、事務局が紹介し、本日TF出席の同ラウンドテーブル参加者より補足説明が行われた。

・同ラウンドテーブル事前アンケートの総括（同資料５～８ページ）(１)～(10) に関し､事務局が説明し、本日TF出席のラウンドテーブル参加者より補足説明が行われた。

・ラウンドテーブル審議の重要テーマ(同資料９･10ページ)－(１)海外進出の戦略的考慮点・(２) 海外進出戦略の課題・(３) グローバルビジネスとIT戦略への提言－ に関し、事項順に事務局が説明を行った。
・ラウンドテーブル報告に関し、意見交換を行った。：　
－　日本企業はアジア進出先で成功を収めたいとする一方で、現地への日本の商習慣・業務処理方式を適用しようとする傾向がある。

－　事前アンケート総括「(10)グローバルビジネス展開上必要となるITのガバナンス、戦略、施策はどのようにあるべきか」に関する件である。ガバナンスにはビジネスガバナンス、情報ガバナンス、ITガバナンスに分けて考えるのが良いのではないか。それらについて企業の対応としては、エリア別、ローカル別、組織体別等で定めるのではないか。　
－　海外ガバナンスの在り様は、現地の産業の成熟度に左右されると考えられる。　海外現地の産業が進んだものである場合とそうでない場合では、進出企業側のガバナンスの形態はおのずと異なることになろう。人に関しては、日本と異なる現地の雇用関係を充分考慮する必要がある。　
－　出来るだけ現地化を図り、本社側は会計・経営収支のみを把握するという方向もある。　
４－３．2013年度活動計画　

・2013年度当TF活動計画に関し､資料（国際連携2013-1-04）により事務局が説明を行った。　
・同資料スライド２～５により、SIPSの目的、グローバルサプライチェーンのユーザー３つの視点― ①大手企業の国際取引 ②国際取引におけるロジスティックス ③海外進出先での現地取引 ―、同３視点の個々のグローバルサプライチェーンの見える化・効率化推進への課題、SIPSタスクフォース間の連携に関し、事項別に説明がなされた。
・SIPS TF間の連携図の中で、本年度よりグローバルサプライチェーンファイナンスに関する調査の取組みが金流商流情報連携TFの活動により行われることが示された。
・同スライド６～12により、当TFの活動方針、下記2013年度活動項目とその内容、2012～2015年以降の当TFロードマップ、同年別の国連CEFACT、AFACT、国連ESCAP／UNNExTの活動事項について説明がなされた。　
(１) 企業のグローバルサプライチェーンIT基盤ニーズ調査
(２) グローバルサプライチェーン可能性調査
(３) 国際電子取引における信頼性空間構築調査研究
(４) 業界横断データ辞書のアジア展開推進
・上記 (２)グローバルサプライチェーン可能性調査に関し、日系海外企業調査（インドネシア）に、費用各社負担での参加協力を求め､事務局が呼掛けを行った。
・議事２.ラウンドテーブルのフォローアップは、当TFとしてどうすると良いかに関して意見交換、質疑応答を行った。：　
　－　海外現法の経営データを国内本社側がタイムリーに把握することが出来るよう、標準化を進めると良いのではないか。
　－　海外現地の典型的な業務処理を調べることにより、データの読み方等が判ることになるのではないか。　
　－　海外現地の典型的な業務処理や会計処理関連の現況をテーマにして審議してはどうか。
　－　中国には多様な国籍の自動車産業が入っており、日本式、欧米式等のそれぞれの業務処理方式等が行われていると見られ、現地企業がそれらにどのように対応しているのか興味がある。

　－　企業内の仕組みについての調査や標準化は、SIPSの活動対象としては広くなりすぎる。企業間の現地プロセスを捉えることに焦点をあてたい。
　－　国際／業界横断EDI TFにおいて、2012年度にタイ現地調査により自動車産業関係の取引データ、帳票、業務処理慣行等を調べ、現地取引プロセスの見える化を進めている。　
　－　石油化学工業協会でも貿易関係の業務プロセス調査を行っており、その内容をCEDIより提供することも可能であろう。
　－　事務局においても、現地取引プロセスの現況につき、ネットによる調査を試みる。

４－４．国際会議出席報告　
・国際会議出席報告に関し､「第21回国連CEFACTフォーラム会議報告」資料（国際連携 2013-1-05）および「AFACT Hoi-An会議報告」資料（国際連携 2013-1-06）を事務局が紹介し、時間上、説明は今回席上では行えないが、両報告掲載の国際動向等について各位の参照を推奨した。　
４－５．今後の予定　
・議事３.の資料04スライド７～10「当TF 2013年度活動計画」の４活動項目の内容別スケジュール等を勘案し、下記の次回会議日程を合意した。
・第２回TF会議
９月３日（火）　14:00～17:00
　
配布資料 一覧：　
国際連携2013-1-01　SIPS第1回国際連携TF議事次第

国際連携2013-1-02　国際連携TF委員名簿
国際連携2013-1-03　第1回ラウンドテーブル審議記録
国際連携2013-1-04　2013年度国際連携TF活動計画
国際連携2013-1-05　第21回国連CEFACTフォーラム会議報告
国際連携2013-1-06　AFACT Hoi-An会議報告
国際連携2013-1-07　2013年度活動スケジュール  
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